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1月の役員会から

5月に全身性障害者問題でシンポジウムを企画

―どうなるグランドデザインによって？―

1月27日(木)どろんこ作業所の地元である田無公民館で役員会が行なわれた。5月16日(月)に総会を行なう予定であるが、それとあわせて、“全身性障害者と自立”をテーマに、シンポジウムを開くことになり、以下の内容で検討が行なわれた。


· 一昨年の9月に行なった“全身性障害者と自立”をテーマとするシンポジウムの続編とする。

· 今回は極力具体論で話し合えるようにしていく。

· 全身性障害者が成人した以降の生活の場のあり方、共同作業所や施設について検証していき、それらの中で全身性障害者がどういう立場に位置しているのかを見据える。またその延長線上として、自立生活センターがどういう役割を果たしているか、また逆にそれらには何が求められているのか、考えていく。

· 今回グランドデザインが示されたが、今後新しい政策の中で、全身性障害者の生活がどのように変わっていくかについても議論する。

· グランドデザインでは、地域生活支援への政策転換がうたわれているが、全身性障害者にとって自立問題を考える時、「親子関係」のあり方を考えないわけにはいかず、家族問題の視点を加えていく

· これらの議論をしていく上で、全身性障害者、特に脳性マヒの人にとって言語障害が自立や社会参加のネックになっているという論点をおりまぜていく。

· 上に記した観点で具体的な問題提起をしてくれる人をシンポジストにお願いする。今後の障害連の具体的な政策提起や行動に、このシンポジウムそ役立てることができればと思う。










